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わが村 の

平成７年度決算

普通会計

家 計 簿

27 億５３３万円の内訳は

平
成
七
年
度
決
算
は
。
九
月

定
例
村
議
会
に
提
出
さ
れ
、
九

月
十
二
日
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

普
通
会
計

二

般
会
計
と
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
特
別
会
計
）

に
お
い
て
前
年
度
決
算
と
比
較

を
す
る
と
、
歳
入
で
十
五
・
三

％
増
、
歳
出
で
十
五
・
二
％
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

村
債
の
繰
上
償
還
、
一
部
事
務

組
合
負
担
金
・
農
業
関
係
補
助

平
成
七
年
度

金
の
増
加
に
よ
る
補
助
費
等
の

増
に
よ
る
も
の
で
す
。

村
の
大
き
な
一
般
財
源

で
あ

る
地
方
税
が
十
二
・
三
％
増
、

ま
た
地
方
交
付
税
が
三
・
七
％

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
が
納
め
た
村
税
や

地
方
交
付
税
、
国
・
県
支
出
金

な
ど
が
、
ど
の
く
ら
い
入

り
、

ど
の
よ
う
な
形
で
支
出
さ
れ
て

い
る
か
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

※
自
治
省
調
査
資
料
に
基
づ
き

作
成
し
て
い
ま
す
の
で
、
実
際

の
予
算
科
目
と
は
相
違
し

て
い

ま
す
。

●・納めた村税は, 53,433 円

（・固定資産税26,702 円・村民税20,345 円）

●･･使われた村のお金は, 708,202円

（・総務費125,441 円・公債費120,742 円

・農林水産業費95,188 円・土木費92,252 円）

※項目は主なもの

人口3,820 人で算出（平成8年3月31 日現在）

広報よもぎた
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歳入の内訳

決
算
報
告

歳出の内訳
村民１人当り

歳入総額

27億6,326 万

7千 円

歳　　 出

27億533 万

1千 円



単位：千円

議 会 費
〔74,953〕

=　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2.8%

・議員報酬42,299 ・ 議員活動費8,735

総 務 費

〔479,183〕

一　　　 ，,　　　　　17.7%

・積立金（財調･ 減 債等) 81,420 ・ 交 通安全対

策2,874 ・ 公立大学負担金2,502

・ 文書広報費8,575

民 生 費
〔259,557〕

-　　　　　　　　　　　9.6%

・ ホームヘルプ事業委託金13,400

・老人保健特別会計繰出金22,827

・保育所費71,585

衛 生 費
〔205,665〕

㎜　　　　　　　　　　　　　7.6%

・ ふれあいセンター費55,181

・地区環境整備組合負担金45,239

・老人保健事業20,188

労 働 費
〔778〕

・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.0％

・労働者協議会補助金135

農林水産業費

〔363,619〕

13.4%

・水田営農活性ｲﾋ対策14,310

・農免農道整備事業39,018

・ふるさと農道63,574

・団体営農道整備20,200

・村有牛購入2,173

・森林総合整備事業6,991

・蓬田漁港改修15,000

商 工 費
〔10,167〕

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.4%

・商工会補助800 ・ 観光協会補助2,935

土 木 費
〔352,401〕

13.0%

・郷沢2－1号線道路改良37,200

・中 沢南線排水路整備14,353

・玉松園カントリーパーク115,987

・除雪ドーザ購入15,210

・中沢川改修36,000

・河川等維持工事4,114

・除排雪経費19,823

消 防 費
〔140,492〕

=　　　　　　　　　　　　　　5.2 ％

・地域防災無線設置61,968
・警鐘台建設事業2,060
・広域消防負担金52,995

教 育 費
〔300,128〕

1囗 ％

・小学校費54,140

・中学校費32,325

・幼稚園費31,290

・学校給食費52,738

・ スキー場管理費2,042

・玉松台スポーツガーデン管理費6,679

災害復旧費
〔57,152 〕

ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2.1%

・ 農地等災害復旧費16,789

・ 河川災害復旧費40,363

公 債 費
〔461,236〕

17.1%

・元金370,238 ・ 利子90,357
・一時借入金利子641

3　●わが村の家計簿

▲特別会計収支決算▲

・国 民 健 康 保 険

国 庫支出金

108,582

37.0%

その他

42,500

14.5%

その他　14,143二 万

老人保健拠出金

45,573
17.1% ,

293,509千円

266,425千円

歳　 出

国民 健康保険税

142,427

48､5％

保険給付費

( 病院等 へ支払 った医療費)

206,709

77.6%　　　　　

〔 単 位 ：千 円 〕

加入者から
いただいた
国　保　税

加入者へ
支払った
医 療 費

平成８年
3月31日現在

一世帯当り 228,982円 332,330円
加入世帯
622 世帯

一 人 当 り 85,031円 123,408円 加入者数
1,675人

その他

1,094

0.3%

・老　人　保　健

国庫支出金

79,685

、20.8%

19,882 ＼二 ⊇

その他　21,704

支払基 金交付 金

260,980

68.3%

歳　 入

382,251千円

381,803千円

万歳　 出 ノ

医療諸費（病院等へ支払った医 療費）

380,709

99.7%

〔 単 位 ：千 円 〕

医療受給者に

支 払 っ た
医　 療　 費

平成８年
3月31日現在

一 人 当 り 698,549円
加入者数
545人

主にこのように使いました
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い
つ
ま
で
も
健
康
で
長
生
き
し
て
ね

員
寿
を
祝
う
村
敬
老
会
が
、

九
月
十
三
日
圏
、
村
農
業
者
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者

と
来
賓
合
わ
せ
て
三
百
七
十
八

入
が
出
席
し
ま
し
た
。

始
め
に
、
物
故
者
に
黙
と
う

を
さ
さ
け
た
後
、
八
戸
良
次
郎

平
成
八
年
度
村
敬
老
会

村
長
が
「
健
康
に
留
意
さ
れ
、

家
族
和
合
に
努
め
て
楽
し
く
過

ご
し
て
く
だ
さ
い
。
高
齢
者
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
の
増
員
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
な
ど
福

祉
行
政
の
充
実
を
目
指
し
て
い

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、
九
十
歳
に
達
し
た

三
上
ミ
ワ
さ
ん
（
中
沢
）
ら
七

名
に
、
東
地
方
福
祉
事
務
所
長

が
、
県
知
事
顕
彰
状
を
伝
達
。

村
員
よ
り
九
十
歳
以
上
の
員
寿

者
、
坂
本
米
作
さ
ん
（
九
十
八

歳
・
長
科
）
ら
十
六
人
に
顕
彰

状
と
お
祝
い
の
花
束
を
贈
呈
、

八
十
八
歳
と
婚
姻
六
十
年
、
五

十
年
の
健
在
夫
婦
を
顕
彰
、
ま

た
、
七
十
七
歳
を
迎
え
た
三
十

一
名
に
安
全
つ
え
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

来
賓
の
祝
辞
の
あ
と
、
工
藤

太
一
郎
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

員
が
「
敬
老
会
を
開
催
し
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
体
も
心
も
健

康
で
食
生
活
に
注
意
し
て
い
き

ま
す
」
と
お
礼
の
こ
と
ば
を
述

べ
、
山
舘
誠
弘
村
社
会
福
祉
協

議
会
員
の
万
歳
三
唱
で
式
典
を

終
え
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
出
席
者
全
員
に
弁

当
と
飲
み
物
が
配
ら
れ
、
民
謡

や
手
踊
り
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し

た
。

●敬老会4
安全つえの贈呈

婚姻60年の三上比佐吉、みわさん（中沢）



－

・

‐

秋
晴
れ
の
中
　
鉄
人
た
ち
　
竸
う

第
５
回
デ
ュ
ア
ス
ロ
ン
大
会

九
月
八
日
㈲
、
砺
青
森
米
Ｃ

Ｕ
Ｐ

デ
ュ
ア
ス
ロ
ン
ー
ｎ

よ
も

ぎ
た
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
五
回
目
を
迎
え
た
大

会
に
は
、
北
海
道
や
宮
城
県
な

ど
県
内
外
か
ら
百
八
十
五
名
の

選
手
が
参
加
し
、

マ
ラ
ソ
ン
と

自
転
車

合
わ
せ
て
四
十
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
コ
ー
ス
で
健
脚
を
競
い

ま
し
た
。
　

。

ス
タ
ー
卜
に
先
立
ち
、
村
総

合
運
動
場

で
行

わ
れ
た
開
会
式

で
は
、
坂
本
昭
巳
村
助
役
が
、

歓
迎
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
坂
本

祐

一
大
会
実

行

委
員
長

が
、

「
日
ご
ろ
鍛

え
た
実
力

を
発
揮

す
る
と
と
も
に
、
競
技
を
通
し

て
親
睦
と
友
情

の
輪
を
広
げ
、

心
に
残
る
大
会

に
し
て
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

続

い

て
、

張
間

裕
介

さ

ん

（
十
二
歳
・
長
科
）

と
最
年
少

の
中
村
早
来
さ
ん
（
十

一
歳
・

蓬
田
）
が
「
ア
ス
リ
ー
ト
精
神

に
の
っ
と
り
、
全
力
で
完
走
す

る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
、
選

手
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

午
前
十
一
時
、

さ
わ
や
か
な

秋
風
を
受
け
な
が
ら
、

ス
タ
ー

ト
し
た
選
手
た
ち
は
、
沿
道
の

声
援
を
浴
び
な
が
ら
、

マ
ラ
ソ

ン
五

㎞
、
バ
イ
ク
三
十
㎞
、
再

び
マ
ラ
ソ
ン
五

にｍ
の
コ

ー
ス
に

力
走
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
上

位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
総
合
の
部

１
位
　

蛯
沢
　

大
輔
（
大
鰐
町
）

１
時
間
2
3分
1
7秒

２
位
　

和
田
　

政
明
（
八
戸
市
）

１
時
間
2
5分
3
1秒

３
位
　

上
久
保
隆
善
（
百
石
町
）

１
時
間
2
6分
４
秒

▼
女
性
の
部

Ｉ
位
　

山
口
　
　

京
（
青
森
市
）

１
時
間
4
4分
７
秒

２
位
　

慶
長
　

文
子
（
八
戸
市
）

１
時
間
4
7分
2
0秒

３
位
　

鈴
木
め
ぐ
み
（
八
戸
市
）

１
時
間
4
8分
2
5秒

▼
男
性

（
4
5歳
以
上
）
の
部

１
位
　

磯
崎
　

信
一
　（
岩
手
県
）

１
時
間
3
1分
4
5秒

２
位
　

村
上
　

敏
光
（
青
森
市
）

１
時
間
3
7分
７
秒

３
位

高
松

伸
美
（
三
沢
市
）

１
時
間
3
7分
2
1秒

5　●デュアスロンｉｎよもぎた



で県花き共進会が開かれました。

共進会は、県内花き生産者の技術向上と消

費者への情報提供などを目的に行われていま

す。今回は、県内各地から、トルコギキョウ、

バラ、宿根カスミ草など220点の出展かおり、

審査の結果、張間栄子さん（長科）のスター

チスが見事金賞に輝きました。

張間さんは、「本当にうれしい、これからも

この受賞を励みに、きれいな花づくりを続け

ていきたい」と語ってくれました。

※写真は、張間さんら睦フラワーのみなさん

が、ビニールハウス栽培しているスターチス

です。

最優秀賞 受賞（共同募金ポスターの部）

県花き共進会で金賞！

広報よもぎた

青 森県 共同募金会で は、 共同募金50 周年記
念 と し て 「一 人 じ ゃ な い 、 み ん な 一 緒 に生 き て い

く」を ス ロ ー ガ ン に 作 文・ポ ス タ ー を 募 集 し ま し た。

蓬 田 小 学 校 か ら も多 数 の 作 品 が 応 募 さ れ 、審 査

の 結 果 、 ポ ス タ ー の 部 で 小 松 優 子 さ ん （ ６年 生 ）

の 作 品 が 見 事 、 最 優 秀 賞 に 輝 き、10 月15 日 に 開 催

さ れ た 青 森 県 社 会 福 祉 大 会 で 表 彰 さ れ ま し た。

ま た、 優 秀 賞 や 佳 作 な ど た く さ ん の 作 品 が 入 賞

し ま し た。 お め で と う ご ざ い ま す。

最 優 秀 賞

６年 生　 小 松　 優 子

優 秀 賞

４年 生　 木 村　 直 子　　　 ／／　　　　高 松 未 由 樹

佳　 作

４年 生　 稲 葉 の ぞ み　　 ６年 生　 越 田 真 理 子

努 力 賞

２年 生　 ふ く し　 ゆ う だ い

４年 生　 小 鹿　 徳 之　　　 ／／　　　　吉 崎　 智 泰

ｙＺ　　　　森　 か お り

５年 生　 田 中　 友 規　　　 ・・　 久 慈　 弥 生

／／　　　　山 本　 博 国　　　 ・・　 小 鹿　ｲ 申輔

”　　 久 慈　 織 江

６年 生　 久 慈　 平 和　　　 ／／　　　　清 水　 彩 子

ｙＺ　　　　木 村　 文 佳　　　 ／／　　　　相 内　 寛 大

・’　 武 井　 友 美　　　 ／／　　　　坂 本　 美 夏

カメラ ア　イ

８
月30日から三日間、青森市のアスパム

●カメラアイ6

一人じゃない

みんな一緒に

生きていく



・
　

手
伝
う
子
　
大
き
な
報
酬
　

あ
て
に
す
る

●
　
買
物
に
　
孫
も
利
口
で
　

駄
賃
と
る

・
　

手
伝
い
を
　

頼
ま
れ
る
歳
　

ま
だ
楽
し

・
　

台
所
　
夫
の
手
伝
い
　
じ
ゃ
ま
に
な
り

藤
　

久

絹
　

枝

治
　

郎

勝
　

美

・
　

こ

づ
か
い
を
　

せ
が
む
前
ぶ
れ
　

お
手
伝
い

●
　
お
手
伝
い
　
金
を
目
先
に
　

孫
を
釣
る

●
　
手
伝
う
と
　

一
〇
〇
円
く
れ
た
　

父
は
亡
く

・
　

フ

カ
フ
カ
の
　

エ
プ
ロ
ン
孫
の
　

腕
ま
く
り

森
　

勝

樫
　
吾

千
恵
子

勝
　
子

焼
干

し

（

カ

タ
ク
チ

イ
ワ

シ
）

作

り
が
最
盛
期
で
す
。

自
然
食

が
注
目
を
浴

び

て
い

る
今
、

み
そ
汁

の
ダ

シ
は
、

カ

ル

シ

ウ
ム
い

っ
ぱ
い
の
焼
干
し

が
一
番
で
す
。

収穫の秋　棒掛けで

震度階級が10 階級になります

秋
晴れの日、稲刈が最盛期の田ん

ぼを取材していたら、一生懸命棒掛け

作業をしているところに出くわしまし

た。

一つ一つ穴をあけて棒を立て、これ

に稲を一束づつ積み重ねていく手作業

です。

稲刈もコンバインなどの機械化が進

み、稲架掛けや島立てと同じように、

今では村内でもあまり見られなくなっ

た光景です。

秋の日差しを一杯浴びて自然乾燥さ

れたお米は、一杯、二杯またもう一杯

とおかわりしたくなります。

「震度５」および「震度６」は、､発生する被害状況の幅が広すぎ

るため、平成８年10月からこれらを２つに分けて、それぞれ「震

度５弱」、「震度５強」および「震度６弱」、「震度６強」とし、震

度階級が10階級になります。

0

人 は揺 れを感じない。

５弱

多くの人が、 身の安 全を図 ろ

うとする。一 部の人 は、行 動

に支障を感じる。

７ ●川柳北緯41

2

屋内 にいる人 の一部が、わず

かな揺 れを感 じる。

５強

非常な恐怖を感じる。 多くの

人が、行動に支障を感じる。

屋内にいる人の多くが、揺れ

を感じる。眠っている人の一

部が、 目を覚ます。

６弱

立っていることが困 難 にな

る。

３

屋内にいる人 のほとんどが、

揺れを 感じる。恐怖感を覚え

る人もいる。

６強

立っていることができず、 は

わないと動くことが で き な

い。

４

かなりの恐怖感があり、一部

の人は、身の安全を図ろうと

する。眠っている人のほとん

どが、目を覚ます。

７

揺れにほんろうされ、 自分の

意志 で行動できない。

１



広報よもぎた

蓬
田
村
機
能
訓
練
教
室
は
、

昭
和
六
十
年
青
森
保
健
所
と
蓬

田
村
が
共
催
で
二
年
間
「
家
族

の
た
め
の
リ
「

ビ
リ
教
室
」
を

実
施
し
た
後
、
脳
卒
中
後
遺
症

手づくり石けん製作中！

者
の
社
会
復
帰
訓
練
教
室
と
し

て
開
設
し
、
今
年
で
十
年
目
を

迎
え
ま
す
。
現
在
、
毎
週
水
曜

日
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
よ
も

ぎ
温
泉
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を

会
場
に
、
登
録
者
二
十
五
名
中

平
均
十
二
～
十
三
名
が
参
加
し

て
い
ま
す
。

一
日
の
教
室
の
流
れ
は
次

の

通
り
で
す
。
▼
十
一
時

一
送
迎

バ
ス
到
着
、
参
加
者
は
血
圧
測

定
を
し
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、

そ
の
後
み
ん
な
で
声
を
か
け
あ
っ

て
集
団
体
操
、
歩
行
訓
練
を
行

い
ま
す
。
▼
十
二
時
一
昼
食
、

休
憩
を
と
り
な
が
ら
交
流
。
▼

十
三
時
一
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
そ
っ

た
自
主
訓
練
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
月
一
回

は
理
学
療
法
士

に

よ
る
訓
練
指
導
や
作
業
療
法
士

の
指
導
で
絵
を
書
い
た
り
、
ち

ぎ
り
絵
や
皮
工
芸
等
に
挑
戦
し
、

作
品
は
福
祉
と
健
康
ま
つ
り
や

村
民
祭
に
展
示
、
教
室
の
Ｐ
Ｒ

に
努
め
て
い
ま
す
。
又
、
春
と
秋

の
研
修
旅
行
や
料
理
教
室
も
楽

し
み
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
蓬
田
村
の
脳
卒
中
患

者
は
百
六
十
六
名
で
、
年
平
均

二
十
七
名

の
新
発
作
と
十
名
の

死
亡
者
（
村
の
全
死
亡
の
約
三

割
を
占
め
る
）

が
あ
り
ま
す
。

脳
卒
中
に
よ
る
後
遺
症
を
か
か

え
な
が
ら
の
病
気
と
の
闘
い
は
、

本
人
に
と
っ
て
も
家
族
に
と
っ

て
も
長

く
つ
ら
い
道
の
り
で
す

が
、
在
宅
療
養
と
と
も
に
機
能

訓
練
教
室
へ
参
加
す
る
こ
と
で
。

。障
害
を
今
以
上
重
く
し
な
い

よ
う
に
・
寝
た
き
り
に
な
ら
な

い
よ
う
に
”
と
、
お
互
い
に
励

ま
し
あ
い
、
支
え
あ
い
な
が
ら

心
と
身
体
の
リ
（

ビ
リ
に
取

り

組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
八
月
か
ら
、
新
し
い
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
月
一
回
（

ン

ド
ペ
ル
を
使
っ
た
音
楽
療
法
が

加
わ
り
ま
し
た
。
大
き
な
カ
ラ
ー

の
楽
譜
を
見
な
が
ら
、
慣
れ
な

い
手

つ
き
で
ベ
ル
を
鳴
ら
し
ま

す
。
最
初
は
小
さ
か
っ
た
音
も

回
を
重

ね
る
に
つ
れ
て
大
き
く

な
っ
て
き
ま
す
。
講
師
の
先
生

も
そ
の
上
達
ぶ
り
に
驚
い
て
い

ま
す
。
２
、
３
曲

マ
ス
タ
ー
し

て
、
村
の
人
達
と
の
交
流
の
場

で
発
表
し
た
い
と
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
教
室
の
活
動
を

見
て
い
た
広
瀬
地
区
の
久
慈
一

司
さ
ん
か
ら
、
八
月
二
十
一
日

暖
か
い
励
ま
し
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
昼
食
の
ラ
ー
メ
ン
を
無

料

サ
ー
ビ
ス
し
て
く
れ
た
の
で

す
。
作
り
た
て
の
お
い
し
い
ラ
ー

メ
ン
を
食

べ
て
ほ
し
い
と
、
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
玄
関
に
車

を
停
め
て
、
作
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
ご
こ
ろ
一
杯
の
ラ
ー
メ

ン
は
、
参
加
者
の
心
を
暖
か
く

包
み
こ
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
教
室
参
加
者
に
よ

る
自
主
組
織
の
会
結
成
を
目
標

の
一

つ
に
掲
げ
、
教
室
で
育
ま

れ
た
支
え
あ
う
気
持
ち
、
地
域

の
脳
卒
中
後
遺
症
者
の
た
め
、

役
立

て
た
い
と
思
い
頑
張

っ
て

い
ま
す
。
そ
の
活
動
の
一
つ
と

し
て
、
八
月
二
十
九
日
鶴
田
町

人気メニューはネギラーメン！
で
開
催
さ
れ
た
交
流
会
リ
（

ビ

リ
サ
ミ
ッ
ト

ー
イ
ン
鶴
田
に
は
、

深
浦
町
・
藤
崎
町
・
鶴
田
町

の

教
室
生
と
理
学
療
法
士

の
学
生

や
関
係
者
ら
総
勢
百
三
十
名

が

参
加
し
盛
大
な
交
流
会
に
な
り

ま
し
た
。
午
前
中
の
リ
（

ビ
リ

ン
ピ
ッ
ク
（
ゲ
ー
ム
大
会
）
で

は
見
事
蓬
田
村

が
優
勝
し

ト
ロ

フ
ィ
ー
を
獲
得
、
又
、
午
後
の

活
動
報
告
会
で
は
活
発
な
意
見

交
換

が
さ
れ
、
勇
気
が
わ
い
て

き
ま
し
た
。
こ
の
体
験
は
、
自

主
組
織
会
結
成
に
向
け
て
の
大

き
な
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。

●保健コーナー8

つ
ら
く
て
も今
日
も
頑
張
れ

リ
ハ
ビ
リ
を
！

蓬
田
村
機
能
訓
練
教
室
活
動
紹
介



おいしくできたかな
母゙と子の料理教室開催……食生活改善推進員中央学習会″

夏休みも終りに近づいた８月21日、中央公

民館において小学生22人とお母さん４人が、

食生活改善推進員の皆さんと一緒に“母と子

の料理教室”を開催し楽しい一日を過ごしま

した。講師の村学校給食センター栄養士浅利

由美子さんから作り方の説明かおり、メニュー

ごとのグループに分かれてさっそく調理開始。

ワイワイ、ガヤガヤにぎやかに会話も弾みま

す。慣れない手つきで野菜をきざむ子・ハン

バーグの材料を混ぜあわせる子・抹茶をかき

混ぜる子・おこのみ焼きを焼く子ども達の姿

は、全員一生懸命でキラキラしていました。

さてさて、気になる味はどうだったでしょ

うか。人気メニューぱ おこのみ焼ぎ 、次

に“かきたま汁”でおかわりの列ができるぐ

らい売れゆきがよかったようです。

じょうずに切れたかな ？

男の子も頑張るぞぶごまごまパークの担当です

みんなでおいしく食べた後はゲーム“豆は

こびリレー”に挑戦し、じょうずなはし使い

をみせてくれました。午後は、浅利さんから

「発育ざかりの子どもの食事」についてお話が

あり、

・好き嫌いなく何でも食べること

・おやつやジュース、甘い物ばっかり食べ

ないこと

・薄味のものを食べること

など、子どもの時から気をつけて食事をす

ると、大人になっても成人病にかかりにくい

丈夫な体になれることを学びました。

普段から家庭でも子ども達と一緒に楽しく

食事作りをし、心と体の栄養と愛情をたっぷ

りとるようにしましょう。

････メニューは、おこのみ焼き・ごまごまバーグ・かきたま汁・抹茶ミルクの４品でした。

9●保健コーナー



広報よもぎた

国
民
年
金
の
加
入
者
は
、
農

業
・
漁
業
・
自
営
業
・
学
生
な

ど
の
第
１
号
被
保
険
者
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
や
公

務
員
な
ど
厚
生

年
金
や
共
済
組
合

に
加
入
し
て

い
る
第
２
号
被
保
険
者
、
そ
し

て
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
配
偶
者

の
第
３
号
被

保
険
者
と
、
３
種
類
に
区
分
さ

れ
て
い
ま
す
。

農
業
や
漁
業
を
し
て
い
る
方

な
ど
が
夫
婦
で
出
稼
ぎ
に
行
き
、

そ
の
先
で
厚
生
年
金
に
加
入
す

る
と
、
二
人
と
も
第
１
号
被
保

険
者
か
ら
第
２
号
被
保
険
者
へ

と
種
類

が
変
わ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
夫

が
出
稼
ぎ
に
行
き

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
、
妻

が

夫

の
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に

認
定
さ
れ
る
と
、
妻
は
第
３
号

披
保
険
者
と
な
り
ま
す
。
。

ど
ち
ら
の
場
合
も
、
夫
婦
と

も
に
国
民
年
金
の
種
類
が
変
わ

り
ま
す
か
ら
、
役
場

に
届
け
出

が
必
要
で
す
。

将
来

の
た
め
の
大
切
な
年
金

を
確
保
す

る
た
め
に
、
届
け
出

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

【
お
問
い
合
せ
先
】

蓬
田
村
役
場
　

住
民
課

Ｓ
（
内
線
　

２
３
６
）

最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し

た

～
知
っ
て
い
ま
す
か
？

あ
な
た
の
街
の

君
の
職
場
の
最
低
賃
金
～

青
森
県
最
低
賃
金
が
、
1
0月

４

日
か
ら
効
力
を
発
生
し
適
用

さ
れ
ま
す
。

新
最
低
賃
金
は

▼
日
　

額
　

４

。
５
２
７
円

▼
時
間
額
　
　
　

５
６
６
円

に
な
り
ま
す
。

※
最
低
賃
金
制
と
は
、
最
低
賃

金
法

に
基

づ
き
、
国

が
賃
金
の

最
低
限
度
を
定
め
、
使
用
者
は
、

最
低
賃
金
よ
り
低
い
賃
金
で
労

働
者
を
働
か
せ
て
は
な
ら
な
い

と
定
め
た
も
の
で
す
。

こ
の
た
め
最
低
賃
金
は
、
県

内

で
働
く

す

べ
て

の
労

働

者

（
正
職
員
、

パ
ー
ト
タ
イ

ム
労

働
者
、
ア
ル

バ
イ
ト
）
と
そ
の

使
用
者

に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

【
お
問

い
合
せ
先
】

青
森
労
働
基
準
局
　

賃
金
課

S
0
1
7
7

－
3
4－
4
1
1
1

お知らせ

農
業
用
免
税
軽
油
の
交
付
申
請
を
受
付
し
ま
す

青

森

県

税

事

務

所

で

は

、

平

成

９

年

に

使

用

す

る

農

業

用

免

税

軽

油

に

つ

い

て

の

申

請

を

受

付

し

ま

す

。

受

付

は

、

▼
平

成
８

年

］１１
月
2
5
日

、
2
6
日

▼

午

前
９

時
～

午

後
４

時

▼

青

森

県

税

事

務

所

（

青

森

市

長

島
２
－
1
9
－

１

東

京

海
上

ビ
ル
５

階

）

で

行

い

ま

す

。

な

お

、

申

請

手

続

き

が

受

付

期

間

よ

り

遅

れ

ま

す

と

、

免

税

証

の

交

付

も

遅

れ

る

こ

と

に

な

り

ま

す

の

で

、

受

付

期

間

は

必

ず

守

っ
て

く

だ

さ

い

。

申請に必要なもの

新
規
…
新
た
に
申
請
す

る
人
、

使
用
機
械
に
変
更
の
あ
っ
た
人

継
続
・：
免
税
軽
油
使
用
者
証
の

有
効
期
限
が
平
成
９
年
1
2月
3
1

日
以
降
の
人

更
新
・：
免
税
軽
油
使
用
者
証

の

有
効
期
限
が
平
成
９
年
1
2月
3
0

日
以
前
の
人

※
そ
れ
ぞ
れ
提
出
書
類

が
違

い

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

「
お
問
い
合
せ
先
」

県
税
事
務
所
　

間
税
課

a
0
1
7
7
－

刀一
丿
工
１
１
１

（
内
線
　
5
4
0
6

）

蓬
田
村
農
業
協
同
組
合
給
油
所

容
0
1
7
4
1
2
7
－

２
１
０
广Ｄ

提

出

書

類

●

印

の

も

の

が

必

要

で

す

○

農 協 又 は 県 税 事 務

所 にあります
申請する人がまえ もって準備します

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩

免
税

証
交
付
申
請
書

免
税

軽
油

所
要
数

量
計

算
書

県
税
証
明
書
等
原
簿

八
県
収
入
証
紙
四
百
円

貼1
付2
心

免
税

軽
油

使
用
者

証
交
付

申
請
書

免
税

軽
油

使
用
者

証
共
同

交
付
申
請
書

切
手
四

百
一
一一
十
円

八返
信
用
封

筒

に
貼
付
口

印

鑑

耕
作

証
明

書

八
農
業
委

員
会
発

行
口

使
用
機

械
譲
渡

証
明

書

免
税
軽
油
使
用
者
証

心
前
年
以
前
交
付
の
も
の
心

軽
油

使
用

計
画

書

前
年

の
軽
油

使
用
明

細
書

軽
油
納

品
書

へ
前
年

使
用

分
口

組
合
員
名
簿

八
全
員

の
押
印

が
必
要
口

総
会

の
議
事
録

謄
本

組
合
定
款

規
約

申

請

区

分

個

人

新規 ● ● ● ● ● ● ● ●

継続 ● ● ● ● ● ●

更新 ● ● ● ● ● ● ● ●

共
同
申
請

新規 ● ● ● ● ● ● ● ●

継続 ● ● ● ● ● ●

更新 ● ● ● ● ● ● ● ●

防
除
組
合等

新規 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

継続 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

更新 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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出
稼
ぎ
と
国
民
年
金

情
報
局

文化の日

(11 月３日)



自
餅
企
業
を

村

で

は

、

青

森

県

信

用

保

証

協

会

と

協

調

し

て
、

事

業

資

金

の
借

り

入

れ

を

円

滑
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テ レホ ンガイ ド１１　NOVEMBER１０　OCTOBER

保　育　所　　　27-2180

幼　稚　園　　　27-2042

小　学　校　　　27-2069

中　学　校　　　27-2038

社会福祉協議会　27-2828

役　　　場　27-2111

中央公民館　27-2076

ト レセ ン　27-3010

野　球　場　27-3090

よもぎ温泉　27-2170

日 月 火 水 木 金 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

日月 火水木金土

１２３４５

６７８９10 且 12

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

10月・11月行事予定表

開催日 曜 日 行　　　　　　事　　　　　 名　　ｙ 場　　　　 所 時 間 担　　当

10/25 金 パッチワーク教室　　　　　　　　　　　 ゛中　央　公　民　館 19 : 00 中 央 公 民 館

26 土 蓬小学芸発表会 蓬　田　小　学　校 8 :30 蓬 田 小 学 校

27 日
第３回福祉と健康まっり
秋季火防演習

ト　　レ　　セ　　ン
長　 科　 地　 区

8 :30
8 :30
福　 祉　 課
総　 務　 課

28 月 書道教室　　　　　　　　　　　　　　　 ， 中　央　公　民　館 13 : 30 中 央 公 民 館

29 火 陶芸教室 // 9 :00 //

11/ 1 金 成分献血 役　　　　　　　 場 9 :30 福　 祉　 課

２～３ 土～日 第16 回蓬田村民祭 ト　　 レ　　 セ　　 ン 総　 務　 課

５ 火 陶芸教室 中　央　公　民　館 9 :00 中 央 公 民 館

11 月 書道教室 // 13 : 30 //

12 火 陶芸教室 // 9 :00 //

16 土 幼稚園生活発表会 蓬　田　幼　稚　園 9 :00 蓬 田 幼 稚 園

18 月 書道教室 中　央　公　民　館 13 : 30 中 央 公 民 館

19 火 陶芸教室 // 9 :00 //

21 木 三種混合ワクチン（３回目） // 13 : 00 福　 祉　 課

25 月 書道教室 // 13 : 30 中 央 公 民 館

26 火 陶芸教室 // 9 :00 //

27 水 村社会福祉大会 ト　　 レ　　 セ　　 ン 10 : 00 社会福祉協議会

28 木 １歳６か月・三歳児健診 中　央　公　民　館 13 : 00 福　 祉　 課

29 金 妊婦健診 蟹田町 中央 公民 館 13 : 00 //

11　●行事予定表

支
援
し
ま
す



広報よもぎた

村
農
協
で
は
、
新
食
糧
法
や

輸
入
米
に
よ
る
産
地
間
競
争
が

激
化
す
る
中
、
蓬
田
米
の
販
売

戦
略
の
一
環
と
し

て
、
「
特
色

あ
る
米
づ
く
り
」
を
春
か
ら
始

め
、
こ
の
秋
か
ら
お
い
し
い
お

米
を
販
売
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
米
は
、
有
機
米
専
用
肥

料
で
土
づ
く
り
を
行
う
と
と
も

に
、
基
肥
を
減
ら
し
て
作
っ
た

「
む
つ
は
ま
れ
」

と
「
あ
き
た

こ
ま
ち
」
の
二
品
種
で
す
。

消
費
者
の
方
が
覚
え
や
す
い
、

全
国
に
売
り
込
め
る
よ
う
な
名

前
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
多
数

の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。

九
月
十
日
、
蓬
田
米
推
進
会

議
が
審
査
を
し
た
結
果
、
越
田

美
智
子

さ

ん

（
瀬
辺

地
）
　
の

「
お
か
わ
り
ち
ゃ
ん
」

に
決
定

し
ま
し
た
。
当
選
さ
れ
た
越
田

さ
ん
に
は
、
収
穫

さ
れ
た
「
お

か
わ
り
ち
ゃ
ん
」
　一
俵

が
賞
品

と
し
て
贈
ら
れ
ま
す
。

こ
の
写
真
は
、
平
成
八
年
度

青
年
海
外
協
力
隊
第
一
次
隊
員

と
し
て
ス
リ
ラ
ン
カ
の
キ
ャ
ン

デ
ィ
ー
と
い
う
町
に
派
遣
さ
れ

だ
け
躍
こ

て
い
る
、
小
鹿
田
恵
彦

さ
ん

（
青
森
市
油
川
出
身
）

が
、
役

場
に
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

小
鹿
さ
ん
は
、
自
動
車
整
備

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て

赴
任
し
ま
し
た
が
日
本
人
が
ほ

か
に
だ
れ
も
い
な
く
、
寂
し
い

毎
日
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
偶

然
、
バ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
見

覚
え
の
あ
る
バ
ス
が
停
っ
て
い

て
、
こ
の
バ
ス
を
見
か
け
る
た

び
郷
愁
を
感
じ
、
心
が
和
む
そ

う
で
す
。

運
転
手
と
仲
良
く
な
っ
て
写

真
を
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
運

転
手
は
、
「
い
い
バ
ス
だ
」
と

言
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

蓬
田
観
光
㈱
稲
葉
年
衛
社
長

に
よ
る
と
、
昭
和
六
十
二
年
か

ら
平
成
二
年
ま
で
村
内
で
患
者

輸

送

と

し

て

使

用

さ

れ

、

そ

の

後

、

輸

出

用

と

し

て

ス

リ

ラ

ン

カ

に

売

却

さ

れ

た

も

の

で

、

現

地

で

は

日

本

の

バ

ス

会

社

の

名

が

入

っ

た

の

が
人

気

だ

そ

う

で

す

。
こ

の

他

に

も

ロ

シ
ア

、
タ

イ
、

ベ

ト

ナ

ム

で

も

観

光

客

を

乗

せ

て

、
「

蓬

田

観

光

」

の

名

前

が

入

っ

た

バ

ス

が

走

っ

て

い

る

ぞ

う

で

す

。

●み～つけた／戸籍の窓口／ｊ

人口と総世帯

（９月30 日現在）

総人口　3,785 人

男　　1,811 人

女　　1,974 人

世帯数　1,046 世帯

８・９月受付分

お誕生おめでとうございます

戸籍の窓　　口・　
「
お
か
わ
り
ち
ゃ
ん
」
に
決

定

お
い
し
い
蓬
田
米
の
名
称

み
～
つ
け
た

1

0

2

八 戸　 菜 月

ゆめか坂 本　 夢 叶

明　治
美　奈

百　世
子　春

長女

二女

ご結婚おめでとうございます

中川　 孝治（郷　　 沢）

田中めぐみ（青 森 市）

木村　拓実（瀬 辺 地）

中村亜也子（青 森 市）

おくやみ申し上げます

川崎　　 清（広　　 瀬　64 歳）

青木　 英治（阿弥陀川　 肘歳）

藤本　 幸雄（長　　 科　62 歳）

木戸　 勝己（瀬 辺 地　74 歳）

森　　 ト ミ（阿弥陀川　93 歳）

沼田　良一（阿弥陀川　65 歳）

久慈　 つぜ（広　　 瀬　87 歳）

加藤　 サコ（郷　　 沢　92 歳）
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